




1.千葉市学童集検により発見された無症候性細菌尿症例の検討

　昭和 52 年度に千葉市内の小学生に対して行われた 3 次にわたる尿細菌検査

の結果,77,950 名中 68 名(0.09%)が有意義な細菌尿を有すると判定された。こ

れら症例の尿蛋白陽性者は6例,尿沈渣では400倍視野で白血球1～5個22名,6

～9 個 7 名,10 個以上 39 名であり,分離菌種は大腸菌 60,クレブシェラ 7,エン

テロバクター 1という結果であった。


